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アウトライン

◼ 日本と米国における代表的な記述テスト

➢ TOEICライティングテスト

➢ 全米学力テスト

➢ 全国学力調査（CBT)

➢ 東大世界史大論述

◼ 形式、採点方法の紹介と解説

◼ 自動採点を巡るトピックや課題
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採点の観点

Question 設問数 評価基準

写真描写問題 ５ • 文法（grammar)
• 写真との関連性(relevance)

Eメール作成問題
（例題：引っ越しに際し
ての問い合わせ）

２ • 文の品質と多様性(variety)
• 語彙(vocabulary)
• 組織化（organization)

意見を記述する
問題（例題：仕事を探
すための最良の方法）

１ • 自分の意見を支える文や
例示があるか

• 文法
• 語彙
• 組織化

8

正解が
ない

写真描写問題で求める観点はシンプル。語彙指定のおかげ。

エッセイ



NAEPにおける記述試験

◼ 背景

➢ 従来の紙筆テスト→ＣＢＴ

➢ 発達障害/学習障害者の増大

◼ 2011年、初めて作文テストがコンピュータに
よって実施
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ＮＡＥＰ概要

◼ 約2,000の学校から約10万人の学生を対象
に行うサンプリング調査（４,8,12年生)

◼ Main NAEP

➢ 社会や時代の変化に応じた教育課題に焦点

➢ 2011年の作文； 数学，読解，理科

◼ Long-term Trend NAEP

➢ スペルや四則演算のように時代の変化に関わら
ず不変に求められる基礎学力
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ＮＡＥＰのコンピュータ化

◼ 基本的には紙と鉛筆による形式→コンピュー
タ化

◼ 2011年度の作文テスト

➢ 初めての完全（fully）なコンピュータによる試験

◼ 2011年の数学

➢ 適合型テストCBTが一部学生

◼ 2009年の理科

➢ 長時間を要する実験の観察をコンピュータによる
シミュレーションで実施
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NAEP作文チュートリアル・ビデオ（６分）

https://www.youtube.com/watch?v=NEhS2x2pvB4



ユニバーサルデザイン

◼ 障害者に対する配慮

➢ 出題文の音声読み上げ

➢ フォントサイズ調整；最大48ポイント

➢ 「マーカー」ボタンで地色を黄色

◼ 障害者に対しても代替問題を使用せず

➢ 健常者と同じ問題を解答させる（基本）

➢ 公平性を担保

➢ 障害者の尊厳を損ねない

➢ 作題や採点の手間を大幅に軽減
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全国学力調査（小６、中３）
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R7年中学校理科は、文部科学省CBTシステム（MEXCBT）による
オンライン方式（CBT：Computer Based Testing）で実施

https://www.mext.go.jp/content/20240222-mxt_sigakugy-000034150_05.pdf



東大世界史第1問大論述

➢ 与えられた指定語句をうまく当てはめて使える
かどうかを見る問題
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自動採点を巡るトピックや課題

◼ 自動採点はなぜ必要か（手間の軽減＋）

◼ トピックや課題
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記述採点に影響を与える要因

◼ 文字の巧拙

➢ 文字の上手さ、綴りの正確性

◼ 評定の系列的効果

➢ 何番目に評定されたか

◼ 課題選択（エッセイの場合）

➢ 異なる課題のエッセイをどう評価するか

◼ その他

➢ 書き手の性別、人種

→誤差要因排除、公平性の立場から自動採点
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試験得点の誤差要因(Cooper,1984)

◼ 書き手(writer)

◼ 題目、話題(topic)

◼ 形式(mode)

◼ 制限時間(time-limit)

◼ テスト状況(examination situation)

◼ 評定者(rater) ← 記述試験において決定的
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試験に共通



人工知能による自動採点の現状

◼ 学テ

➢ 中学理科（前述；人との併用）

◼ 代ゼミ＋東北大・理研（乾研究室）

➢ 過去の代ゼミ現代文の模擬試験から，評論・随筆
を中心に9題をピックアップ

➢ 問題集として公開

➢ 記述式解答はAI自動採点＆フィードバック

◼ 大学入試セ（石岡研）＋農工大（中川研）

➢ H27, H28 試行調査国語記述

➢ 手書き認識から採点まで一気通貫

➢ 実運用で平均96％，最低でも93％の一致率
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AI 採点導入時の課題（入力）

◼ キーボード（KB）入力

1. KB入力のできない/苦手な学生は多い

2. 横書きでよいのか．特に古文や漢文

3. 一斉実施なら機器の台数、逐次実施なら問題
漏洩の危険

◼ タブレット入力→文字の認識率96％でOK？

◼ 鉛筆（紙に書いてスキャン）

➢ 消し跡の汚れが誤認識を招く

➢ 30字以上の解答は（通常）一発で書けない
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AI 採点導入時の課題（手書き文字認識）

1. 試験では字は丁寧に書かれない→認識率低下

2. 間違った文字も正しい文字に変換する可能性

➢ 「完壁」→「完璧」，「酒落」→「洒落」，「三味」→「
三昧」

➢ 間違いは間違いと判定する必要性

3. 数字への誤認識が多い

➢ 最新のLLMは著作権や大量データの必要性か
らWikipedia で構築→数字が多用

➢ 音引き「│」→「１」、平仮名「る」→「３」
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実用的な自動採点の可能性

◼ 正確な言語理解は難しい

◼ 人間と同等以上にするには問題設定が重要

◼ TOEICライティングテスト/東大２次世界史

➢ 語彙指定は自動採点に有効（だろう）
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